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当協会と在日ラトビア共和国大使

館共催の第4回サロンコンサートが

11月13日、ラトビア共和国大使館

で行われた。今回は先ずラトビア音

楽にも造詣の深いピアニスト・北條

陽子さんが登場、続いて英国から来

日中のソプラノ歌手、シャロット・

ド・ロスチャイルドさんが風呂本佳

苗さんのピアノ伴奏で熱唱した。

北條さんは、アルヴィツ・ジリン

スキスの作品に続き、ゲオルグス・

ペレーツィスの作品を演奏し、ラト

ビア人作曲家の奥深い世界を優れた

音楽性と卓越したテクニックで見事

に表現した。

ロスチャイルドさんは、自ら日本

語と英語で名家・ロスチャイルド家

に触れながら表情たっぷりに曲目解

説を行い、前半、メンデルスゾーン、

ロスチャイルドコレクション、ロッ

シーニに続いてラトビアの歌を歌

い、後半は日本の名曲の数々を完璧

な日本語で日本人歌手よりはるかに

情感豊に歌い、聴衆を完全に魅了し

た。風呂本さんのピアノと完璧な呼

吸の合致もあって、文字通り至福の

時間。ラトビアの歌は、協会合唱団

「ガイスマ」が練習中の作品が2曲

歌われ、本当に嬉しいプレゼントに

なった。

今回も終演後、出演者・聴衆の心

が完全に一つになって懇親・談笑の

楽しい時間を過ごした。コンサート

ホールでは味わえない何とも贅沢な

一夜で、ヴァイヴァルス大使もそれぞ

れの演奏を絶賛し、「本当に素晴らし

いリサイタルだった。音楽協会に感

謝したい」と快心の笑みが続いた。

◇

この日の演奏曲目は次の通リ。

北條陽子（ピアノ）

ピアノのための作品集「子供の頃の

情景」（アルヴィツ・ジリンスキス）

から秋のエレジー、奇怪な踊り

組曲第4番（ゲオルグス・ペレーツ

ィス）

《アンコール》

3つの小品より「ブルレスカ」（ク

レメント・スラヴィッキー）

シャロット・ド・ロスチャイルド

（ソプラノ）

ピアノ伴奏：風呂本佳苗

歌の翼に（メンデルスゾーン）、ロ

マンス（M .D .ロスチャイルド）、

蝶々（M.D.ロスチャイルド）、何も

言わずに（ロッシーニ）、頭を上げ

て、白髪のお母さん（R.パウルス）、

我が祖国に（R.パウルス）、遠くへ

行きたい（詞：永六輔　曲：中村八

大）、ちんちん千鳥（詞：北原白秋

曲：近衛秀麿）、さくら横丁（詞：

加藤周一　曲：中田喜直）、初恋

（詞：石川啄木　曲：越谷達之助）

赤とんぼ（詞：三木露風　曲：山田

耕筰）、かやの木山（詞：北原白秋

曲：山田耕筰）、かんぴょう（詞・

北原白秋　曲：福井文彦）

《アンコール》

早口ことばの歌（曲：大中恩）

新年を迎え、天皇、皇后両陛

下、鳩山首相、日本の国民の皆

様、日本ラトビア音楽協会の皆

様に心からご挨拶を申し上げま

す。

日本・ラトビア関係につきま

しては、2006年に駐日大使館が

開かれて以来、天皇、皇后によ

るラトビアご訪問など交流を深

めてまいりましたが、09年はラ

トビアにとってさらなる飛躍の

年となりました。特に、日本の

パートナーとの協力により、東

京・リガ間で史上初のチャータ

ー便の運航を実現。数多くの日

本人関係客の方々が私たちの国

を訪ねてくださいました。将来

的には、皆様にラトビアを一層

身近に感じていただくため、日

本・ラトビア間の定期便運航を

目指し、日々努力を注いでおり

ます。

今後とも基本的な価値観を同

じくする日本と、より緊密な協

力関係を築いてまいりたいと望

んでおります。

来2011年、新国際版・世界初演

「マダムバタフライ」が岡村喬生当

協会副会長の演出で、イタリア、プ

ッチーニフェスティヴァル財団と共

催で3回の公演が行われます（2011

年8月・トーレ デル ラーゴの新野

外湖畔劇場＝3200席）。初演以来

100年以上も続いているこの名作の

日本誤認歌詞を、岡村氏が世界で初

めて改訂した上演です。主要出演者

は、今年5月末に東京イタリア文化

会館で5日間、出演者オーディショ

ンにより選定されます。楽歴、団籍、

年齢、居住地などに一切制限があり

ません。出演が決った方々には、国

際航空費、2週間のイタリア滞在費

の他に、蝶々さんに120万円、すず

き・ごろーに各60万円、9名の芸者

に各45万円の報酬が支払われます。

岡村副会長は「このプロジェクトを

日本の為に是非大成功させたい」と

強い意欲で臨んでおられるが、お知

り合いの歌手の方々に推奨くださ

い。詳細は「岡村喬生」及び「NPO

みんなのオペラ」のHPを参照して

ください。当協会としても強く後押

ししたいと念じています。

平成22年総会・新年会は2月7日

（日）学士会館です。

メールやHPでご承知だと思いま

すが、今年の総会・新年会は2月7

日（日）12時から神田錦町の学士

会館で行われます。楽しく充実した

懇親会になるよう、会員各位の積極

的参加を切望しております。

第4回ラトビア大使館サロンコンサート
年頭メッセージ

ラトビア共和国特命全権大使
ペーテリス・ヴァイヴァルス

価値観を同じくする日本
と、より緊密な協力関係
を築きたい

C・de・ロスチャイルドさんが熱唱C・de・ロスチャイルドさんが熱唱

新国際版「マダムバタフライ」（世界初演）
5月に東京で出演歌手オーディション

岡村喬生副会長が演出
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新年おめでとうございます。

さて、当協会は昨年9月、設立6

年目に入りました。日本とラトビア

共和国との親交は急速に深まってき

ましたが、私たちのささやかな活動

が、その一端を担えたとすれば誠に

ご同慶です。幸い皆様のご協力とタ

イミングにも恵まれ、概ね順調にや

って来ることができました。今年は

これまでやってきたことをレビュー

しながらテーマに取組んで行くつも

りです。

私たちは音楽を通じてラトビアと

の交流を深めることを目的としてい

ますが、ラトビアの知名度が上がる

ことなら出来るだけ取り上げること

にしています。昨年はゴドマニス首

相の来日から始まり、ダウゼ国会議

長の来日と早稲田大学での「ラトビ

ア歌と踊りの祭典」の写真展、ラト

ビア料理を賞味する会、Battle of

Riga、ソヴィエト・ストーリーの鑑

賞、JALのリガ直行便実現、大使館

で初めての独立記念日祝賀会、海外

投融資財団によるバルト・三国投資

セミナー、外務省によるバルト・ビ

ジネスセミナーなど多彩な行事があ

りました。順序が逆ですが音楽関係

では作年もマリス･ヤンソンス、ミ

ッシャ・マエスキー、ギドン･クレ

ーメル等が来日。当協会ではピアニ

スト、ディーナ･ヨフェや若手のホ

ープ、ソルベイガ･サルガ等の演奏

会を後援しました。

翻って、昨年は当協会の会員が良

い仕事をしました。「ガイスマ」の

指揮者山脇卓也さんは「お江戸コラ

リアーず」を指揮して全日本合唱コ

ンクール金賞を獲得、在ラトビア会

員のアイラ・ビルジーニャさんはリ

ガ大聖堂少女合唱団を率いて難関で

知られるスペインのトロサ･コンク

ールでグランプリを獲得しました。

非会員ですが浅井美紀さんは日本人

として初めてリガ大聖堂のオルガン

を演奏し、チェンバロ奏者・家喜美

子さんはラトビア音楽アカデミーの

オルガンホールでのリサイタルで絶

賛を受けたとの報告が現地会員から

届いています。立場上、非会員です

が、大使館のオルロフスさんが日本

語スピーチコンテストで特別賞を受

賞しました。

広報は協会運営上の主要な柱で

す。協会設立の初期からご支援くだ

さっていた大鵬薬品工業様が経営方

針のご都合で広告掲載を中止された

時は、私たちの活動の中で重要な位

置づけをしてきた協会ニュース

「Latvija」の発行継続が危惧される

事態となり困惑しました。しかし、

広報活動はLatvijaのページ数は減る

としても新しく別の方法との組み合

せで対処し、きめ細かくスピーディ

な情報の提供を目指しています。

「Latvija」と共に広報の重要なツー

ルであるHPは一昨年11月中旬に再

構築しましたが、ニュースのスピー

ドをモットーとしアクセス数が急増

しています。協会活動の一環として

のラトビア語教室、合唱団ガイスマ、

サロンコンサートの各プロジェクト

は順調に展開しています。ラトビア

語の受講生たちは皆若々しく、ラト

ビア語ばかりでなく、ラトビア共和

国全体に強い関心を持ち、経済セミ

ナー、観光セミナーなどにも参加、

レセプションなどでは積極的に他国

の人たちとも会話を楽しんでいま

す。クラスの増設を検討中です。歌

は力、強い伝播力、ラトビアを日本

人に認識させるには効果的なツール

です。「ガイスマ」はラトビアの歌

を歌うために結成、団員数44名の

混声合唱団に成長しました。近く、

協会のHPメインメニューに「ガイ

スマ」と「ラトビア語教室」を加え、

団員増とラトビア語の普及を目指し

ます。

一昨年はじめた「サロンコンサー

ト」はこれまで4回実施。今年は3

回開催の予定です。

当協会の当面の目標は、①財政基

盤を強化するために会員数300名体

制を確立する。②本年中に第一回ラ

トビア音楽祭開催を目指し、「ガイス

マ」のデビューステージとする。③

2011年実現を目処にリガ大聖堂少女

合唱団招聘準備を開始する。④2012

～3年ガルータのカンタータ実現に

向けて活動を再開する。などです。

順不同で年頭所感を述べさせて頂

きました。末筆ながら、皆様のご健

勝な一年になりますよう祈念申し上

げます。
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藤井　威

日本ラトビア音楽協会会長
みずほコーポレート銀行常任顧問

出演歌手選抜、国際オーデイション
新国際改訂版「マダマ　バタフライ」世界初演

第57回イタリア、プッチーニフェステイヴァル公演
NPOみんなのオペラ／プッチーニフェステイヴァル財団、共催

★'10年5月24（月）～28日（金）。29日（土）：結果発表／合格者披露コンサート
★イタリア文化会館―東京（九段下駅より徒歩10分。靖国神社前）
★審査員：委員長　カルロ・ペスタ（プッチーニフェステイヴァル音楽監督）
岡村喬生（NPOみんなのオペラ芸術総監督―演出）
★対象とギャラ（1公演）：蝶 さ々ん・￥40万、すずき／ごろー・￥20万、芸者9名
（1名）・￥15万。他の役はプッチーニフェステイヴァル財団がイタリアにて選抜
＝＝詳細問い合わせ：NPOみんなのオペラ事務局 Tel / Fax:03-3994-3552＝

草月流
1級師範総務

石　川　光　翠
〒190－0001 立川市若葉町2－43－23
Tel/Fax：042－534－7668
e-mail ：ikerpepp@blu.m-net.ne.jp

藤井　威
明子

福島県芸術文化団体連合会副会長
日本ラトビア音楽協会顧問
福島市音楽堂運営委員長

板垣　忠直
〒960－0102  福島市鎌田字舟戸17
TEL  024－553－2745 FAX  024－554－0647
E-mail  yanakyo@d6.dion.ne.jp

魚住コーラス「わかくさ」
指揮者　嵯峨山まり子

朝日測量開発株式会社

代表取締役 市川　貞夫
東京都新宿区北新宿一丁目27番12号
〒169－0074 グランドステータス3階
TEL ：03－3366－3311
FAX ：03－3366－2311

日本ラトビア音楽協会

専務理事 加藤　晴生
TEL&FAX 04－7132－5423
Email katohr@jcom.home,ne.jp

katohr@earth.ocn.ne.jp

遠藤税理士事務所
日本ラトビア音楽協会常務理事

税理士 遠藤　守正
〒229－0014
神奈川県相模原市若松1－14－10
TEL  042－745－3334 FAX  042－740－4725
Email 0424668801@jcom.home.ne.jp

新年あけましておめでとうございます。
ラトビア投資開発公社（www.liaa.gov.lv）は
2009年4月より日本語ホームページを運用して
おります。お問い合わせページもありますので、
ご利用下さい。それでは、皆さまも今年も何卒
宜しくお願い申し上げます。

ラトビア投資開発公社日本コーディネーター　長塚 徹

バリトン歌手　山本　健二
童謡・唱歌・抒情歌100曲以上がH.P.で聞くこ
とが出来ます ─無料です─
（「グー・ヤフー」で山本健二検索）

駐日ラトビア大使館・日本ラトビア音楽協会共催

ラトビア語教室
講師　堀口大樹

連絡先　植木佐代（事務局長）
TEL＆FAX 03－3751－0134
Email  uekisayo@beige.ocn.ne.jp

日本ラトビア音楽協会合唱団

ガイスマ
指揮者　山脇卓也

連絡先　闍仲和子（幹事長）
TEL 03－3339－3139
FAX 03－3339－3159
Email t.kaako@nifty.com

音楽を通しより力強い平和への希求を！

原　健之

寒中お見舞い　今年もよろしくお願い申し上げます

九州ラトビア支援の会

会　長 山本　徳行
（在北九州）スウェーデン王国名誉領事
（有）ケイ・エム・エス・コーポレーション代表取締役
801－0841  北九州市門司区西海岸1－2－18
T e l ：093－322－1123   Fax: 093－322－2525
E-mail：consul-y@chive.ocn.ne.jp

6年目の日本ラトビア音楽協会

専務理事　加藤 晴生
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これを書いているのは、2009年

があと数日で終わろうとする時期だ

が、フト振り返ると今年が日本にと

っても、ラトヴィアにとっても激動

の年からちょうど70周年にあたっ

ていたことにお気づきだった方はど

の程度いただろうか？70年前の

1939年8月23日に結ばれた独ソ不可

侵条約が全世界に衝撃を与え、その

直後9月1日にはドイツ軍がポーラ

ンドに侵攻、これに対して同3日に

は、イギリス、フランス両国がドイ

ツに宣戦布告し、第二次世界大戦が

始まったのだ。さらに、9月17日に

は独ソ不可侵条約の秘密条項にもと

づきソ連もポーランドに侵攻し、中

欧の大国＝ポーランドが短期間に独

ソ両国に分割されてしまった。しか

し、このポーランドの悲劇は、周知

のようにその後に続く想像を絶する

悲劇のプレリュードに過ぎなかっ

た。

今回は、独ソ不可侵条約が日本、

ラトヴィア両国に与えた影響につい

て、考えてみたい。

当時の日本にとって、共産主義の

台頭に対抗するため防共協定を結ん

だ相手国、友好国だと思っていたド

イツが、共産主義の本家ともいうべ

きソ連と突然手を組んだことは驚天

動地の出来事だった。その衝撃によ

り、日本外交は完全なパニックに陥

り、わずか5日後、当時の平沼騏一

郎内閣は、「欧州の情勢複雑怪奇な

り」との有名な声明を残して総辞職

した。

また、各国に駐在していた日本の

外交官達からも駐在国の狼狽ぶりを

伝える電報が続々と届いた。駐ラト

ヴィア大鷹正次郎公使からも、ラト

ヴィア側が「当初はソ連側が発狂せ

るかまたはソ連の4月1日なりや」

と驚いたことが報じられた。「発狂」、

「エイプリル・フール」とは、「複雑

怪奇なり」にも匹敵する驚きの表現

だと言えよう。

そして、ポーランド分割後にソ連

は、独ソ不可侵条約の秘密条項に基

づき、ラトヴィアを含めバルト三国

それぞれに相互援助条約を強要し、

翌年の併合に向けての準備を着々と

進めたのであった。

そのような日本、ラトヴィア両国

を含め、世界的に衝撃的であった事

件から70周年であったにもかかわ

らず、そのことがほとんど顧みられ

なかったことは、歴史を学ぶ者の一

人として悲しい限りだ。

この一文を皆様が読んで下さる頃

には、2010年が始まっていること

であろう。ソ連がバルト三国を併合

し、日本の友好国であったラトヴィ

アにさらなる悲劇が襲った年からち

ょうど70年となる。2010年こそは、

この悲劇の歴史を思い起こし、戦前

の両国間における友情に思いを馳

せ、さらなる両国の友好的感情が高

まることを期待してやまない。

小学校（国民学校）に入ったのは

真珠湾攻撃の翌年だったから、ロク

な音楽教育は受けなかった。「紀元

節の歌」のような儀式用の歌だけ習

った。大人も子どもも音楽など聴い

ていられない時代だった。そして、

戦争が終ると、ラジオから次々と明

るい流行歌が流れ出した。「りんご

の唄」や「青い山脈」だった。子ど

もたちもすぐに覚えて歌った。もっ

とも、「湯の町エレジー」を歌った

時には、母にこっぴどく叱られた。

そして、戦前の唱歌「月の砂漠」や

「浜千鳥」もラジオで覚えた。歌う

だけではなく、自分流の振りをつけ

て誰も見ていない所で踊った。母は

娘時代に覚えた「枯れすすき」や

「赤城子守歌」を台所で歌っていた。

「愛染かつら」という歌もあったと

思っていたが、本当の曲名は「旅の

夜風」だと、先日友人に連れていか

れたカラオケ店で知った。そんな歌

が六十年後の今でも歌えるから不思

議だ。

そんな貧しい音楽環境を経て、い

きなり、ヴァイオリニストになりた

いと願う時代がやってきた。それは

小学校六年生の時のこと、お使いの

途中、見知らぬ家のラジオから流れ

てきたメンデルスゾーンの「ヴァイ

オリン協奏曲」のためだった。ヴァ

イオリンという楽器を見たこともな

く、協奏曲の意味も知らず、その美

しい音楽に魅せられて、曲が終るま

でその家の前に立ちつくしていた。

中学校の音楽の先生は田舎には珍

しい音楽学校出のチェリストだっ

た。その先生の指導で初めてヴァイ

オリンに触れ、弾き方を習った。そ

の後は毎日、たどたどしくヴァイオ

リンを練習した。父の転勤で高校は

伊丹市で過した。近所に声楽家の婦

人がいて、彼女の世話でヴァイオリ

ンを「辻先生」に習うことになった。

当時の日本に、二人のトップ女流ヴ

ァイオリニストがいて、一人が巌本

真理、もう一人が辻久子だったが、

「辻先生」は久子のお父さんだった。

スパルタ教育で知られていた。そん

なことは露知らず、辻先生の許へ通

ったのだが、先生は意外にも優しい

おじいさんだった。才能のない子に

もそれなりの教え方をする人だっ

た。先生は「一生懸命おやり。そう

すれば交響楽団に入れるよ」と言っ

てくれた。その言葉にもかかわらず、

私は高校二年でヴァイオリンをやめ

た。先生の他の弟子たち、十歳かそ

こらの女の子がメンデルスゾーンを

見事に弾きこなすのを聴いて自分の

才能のなさを知ったからだった。そ

して私は大学受験に没頭した。以来、

ヴァイオリンに手を触れたことはな

い。そしてその決断を後悔したこと

もない。それでも、今もってヴァイ

オリン曲を聴くのは大好きだ。

（作家・秀明大教授）

日本人の100歳を越えた人の人口

が4万人を上回り、特にこの1～2年

は1年に約1万人増えているという。

この調子で行けば向こう5～6年で

10万人を突破する勢いである。そ

のこと自体は大変お目出度いことで

ある。ただ五体健全なら言うことは

ないが、普通の人は50歳～60歳を

過ぎる頃から足腰、臓器を含めて何

らかの故障が生じ、医者の厄介にな

ることも少なくない。昨今の医療の

進歩で、一般に70歳～80歳は、こ

の状態で大した努力をしなくても、

やっていけると言われているが、

80歳～90歳、さらに90歳以上にな

ると、特別な人を除き、個人的に健

康維持についてかなり努力しない

と、長生きしても折角の一度の人生

を楽しく過ごすことが出来ないよう

である。では何をどう努力すればい

いのか。まずは①移動の自由を確保

するために足、腰の衰えを遅らせる

こと②ボケの進行を防ぐための努力

をすること。③声を出して人と積極

的に会話をすること。

①については先ずは早朝に1日1

時間半程度の散歩だが、ウイークデ

イの昼間、スポーツクラブで、自分

のペースで部分的に脚と腰を弱らせ

ない運動をする。更に水中ウォーキ

ング等をして、最後に風呂に入って

帰れば最高である。②ボケ防止対策

は毎日記憶すること、勉強すること

である。語学を勉強することが一番

良い。ラジオ、インターネットも活

用して一日に少しずつ記憶すること

が良い。因みに私は、最近ではスペ

イン人と友達になり、スペイン人と

インターネットをやっている。文章

を書くために辞書を引くことも億劫

でなくなった。③毎日家族を含めて

1日最低10人の人と会話をするこ

と、できるだけ笑うこと。私は毎月

落語を聴きに行く。笑い涙が出ても

大いに結構である。

人間の体は、古くなったポンコツ

自動車と同じ。部品は交換できない。

忍び寄る足腰の衰えを防ぎ、ボケ対

策等を実践することは、車の両輪の

ようなもので、どちらが欠けても楽

しい人生は送れない。末永く愉快な

人生を送るためには、集団で協力し

て助け合い、共に努力することも必

要だと思っている。

（紙面の都合で抄録にさせて頂きま

した・編集部）

マークス寿子

長寿及び下り坂人生についての一考察

矢田 廣

時節寸評

「欧州の情勢は複雑怪奇なり」は
「ソ連のエイプリル・フール」か？

外務省外交史料館　白石 仁章

音楽と私

第二次世界大戦中のドイツによる占領期
も含め、ソ連による併合の悲劇の記憶を
薄れさせないために建てられた占領博物
館前の像。何やら悲しげに見えるのは、
筆者一人ではあるまい

【
情
報
断
片
】
矢
田
廣
氏
は
5
面
の
矢
田
寛
子
さ
ん
と
ご
夫
婦
で
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
ご
両
親
で
す
。
小
さ
い
で
す
が
ご
一
家
の
写
真
を
5
面
に
掲
載
し
ま
し
た
。



Latvija
4 第17号

お馴染みのアイラ・ビルジーニャ

（Aira Birzi a）さんが、リガ市民栄

誉賞第1号を受賞した。同女史が指

導・指揮するリガ大聖堂合唱学校

（RDKS）少女合唱団が、世界的にも

名高いトロサ合唱コンクール

（2009年10月28日～11月1日・スペ

イン）でグランプリを獲得しその栄

誉を称えられたもの。

RDKS少女合唱団は、児童合唱部

門で1位、全参加団体から選ばれる

「オーディエンス賞」を獲得、さら

にコンクールのグランプリを獲得し

て、2010年に行われるヨーロッパ

グランプリ出場権を得た。

審査委員長のサラソラ氏はRDKS

少女合唱団について、「合唱団は舞

台の雰囲気に魔法をかけた。歌が始

まると、実際の音が来ているのかわ

からないような歌声で、会場全体が

不思議に包まれた印象を受けた。少

女たちの演奏は自然で、その裏に大

変な練習とすばらしい合唱法がある

ことが見て取れた」と絶賛している

（日本の松下耕氏も審査員の1人）。

アイラさんは、1994年に合唱団

Ausmaと、2000年に女声合唱団

Dzintarsとこのコンクールに出場し

ているが、少女合唱団を率いての出

場は今回が初、さらに初のコンクー

ル優勝となった。「非常にレベルが

高い他団体の中で、こんなに高い評

価を得られるとは思っていなかっ

た。ラトビアの合唱音楽を披露でき

た機会であったとともに、聴衆の反

応もよく、感謝したい。」と、コン

クールの結果に大変満足し、来年の

ヨーロッパグランプリに向けたレパ

ートリーを考え始めている。

「誇り高きジンタルスとともに」

アイラさんは2009年12月4日付

の独立朝刊新聞（Neatkar ga─ R ta

Av ze）のインタビューに応じた。

1999年からラトビア有数の女声

合唱団であるジンタルスの現指揮者

を勤め、ラトビア歌の祭典の総指揮

者の一人でもあり、ラトビア音楽ア

カデミー助教授、リガ大聖堂合唱学

校（RDKS）少女合唱団指揮者を勤

める。ジンタルスの指揮者を1959

年から1999年まで勤めたラトビア

有数の女性指揮者アウスマ・デルケ

ーヴィツァ（Ausma Derke─vica）か

ら指揮者の座を譲り受けたアイラさ

んは、自分がかつて歌ったことのな

いジンタルスで指揮者をすることに

当初戸惑ったという。「ホールに入

って、挨拶をし、歌うために起立し

てもらうようにお願いしたら、大き

な声で“起立？”と言う声が聞こえ

てきました。彼女たちは練習で立っ

て歌ったことがなかったのです。で

もその時は立って歌ってもらうよう

お願いしました。これがジンタルス

との最初の出会いです」と、美しく

も苦労の多い10年の始まりを思い

出した。

2009年12月5日、コンサートホー

ルAve Solで、デルケーヴィツァ女史

生誕80歳を記念する「ジンタルス

100」と題されたコンサートが行わ

れた。ジンタルスは創立62年目を

迎えるが、この100という数字は、

デルケーヴィツァ女史の80歳に、ビ

ルジーニャ女史と、ピアノ奏者でコ

ンサートマスターでもあるマールテ

ィンシュ・ジルベルツ（Ma─ r t i

Zilberts）のジンタルス就任10周年を

足し合わせたものである。

コンサートは二部構成で、ジンタ

ル ス の 思 い 入 れ が 特 に 強 い

E.Melngailis、P.Barisons、P.Dambis、J.

Graubi などラトビア人作曲家によ

る合唱曲が解説付きで演奏された。

インタビューでは、彼女の指揮す

るRDKS少女合唱団が11月にスペイ

ンのトロサで行われた第41回国際

合唱音楽コンクールで総合優勝を飾

ったエピソードも語られた。

「コンクールが終わってからいろ

いろな人に賞賛の言葉をいただいて

います。リガ市議会からは、リガの

名前を世界に広めたことに対して、

創設されたばかりの市民栄誉賞第1

号を受賞しました。コンクールに向

けては限界までの練習と自分との闘

いでした。コンクールの前にスペイ

ンとフランスでコンサートを行いま

したが、疲れが重なった上に、10

歳から16歳までの女の子たちの中

には、両親を恋しがってくる子もい

ました。コンクールで、歌い出すの

ではなく、泣き出してしまったらど

うしようとも思ったほどでした」。

しかしコンクールの演奏後、審査

員を務めた同じラトビアの合唱指揮

者Ma─ris Sirmais氏は、「合唱団が歌に

すべてをかけていることが伝わって

きた。会場全体がベールに覆われる

ような感覚があった」と話したとい

う。

金融危機の打撃、若者の合唱離れ

の傾向があって、歌と踊り

の祭典への影響が懸念され

始めているが、ビルジーニ

ャ女史は「ラトビア人は1人

ではあまり歌わないが、外

に出て仲間たちとは歌う。

ラトビア人は話す勇気はあ

まりないが、合唱がその勇

気を与えてくれる」と話し、

若い合唱団や指揮者、関係

者が2013年の祭典に向けて

準備をしていることを最後

に強調した。 （堀口大樹氏の翻訳から要約）

立教大学を今春卒業する「ガイス

マ」（当協会合唱団）の森川はるかさ

ん（文学部史学超域文化学専修）が、

卒業論文に『ラトヴィアに於ける歌・

合唱～祭典及び生活を通じて～』を

執筆、完成した。30000字に及ぶ大

冊で、バルト三国の人々が歌や合唱

が民族のアイデンティティ形成に大

きな役割を果している明白な事実

を、特にラトヴィアでの生活・文化・

言語・民族問題などを分析しながら

論述する極めて興味深い内容。

森川さんは、高校時代に3年間合

唱を経験する中で、バルト三国の合

唱曲に独特の価値観に基づく魅力に

気付いた。美しいハーモニー、柔ら

かな言葉の響き、そして歌の背景に

ある思いがその合唱を通じて伝わっ

てくる中から、日本人にはない特別

なものを感じたという。「歌の国」

「歌で独立を果した国」と呼ばれるバ

ルト三国が、歌で民族の団結・独立を

果した歴史に大いに興味を持った。

大学2年の時、バルト三国を旅し

たことが研究テーマを決めるきっか

けになった。「バルト三国の人々と

歌や、伝統的な民族文化の行事を通

じて、どのような生活の一部として

接し認識しているのか。その意義に

ついては、またバルト三国の人々を

対象にした行事と他民族との関係は

どうだったのか。歴史的、文学的、

民族意識的な視点でとらえ、今日の

生活の中でどのような位置づけで

人々は接しているか」を突き詰めて

明らかにしようと…。

とりわけリーガでラトヴィア人青

年と終日行動し、リーガ大聖堂で男

声合唱を聴きに行ってCDを購入し

たことにより、ますますバルトにお

ける合唱音楽や人々の歌の位置づけ

に興味を掻き立てられた。三国の中

でも特にラトヴィアは一番長く滞在

した国であり、高校時代にこの国の

合唱曲を多く歌ってきたこともあっ

て、主な研究対象のフィールドに選

定することにした。

内容は、ラトヴィアの概要と歴史

を詳述することから始まり（第1

章）、第2章では2008年歌と踊りの

祭典を、歴史を振り返りながら独自

の視点で分析する。さらに第3章

「生活の中での歌と合唱」で、首都

リーガの暮らし、夏至祭（自ら取材）

などに触れ、最終の第4章「今後の

ラトヴィアの展望」では、歌の祭典、

合唱の行方を探る。論述の一部に、

近年若年層に見られる「合唱離れ」

についても触れているが、筆者は

「バルト三国民族」のアイデンティ

ティを誇りとして、これを守り続け

受け継いで欲しいと結ぶ。

◇

この論文ではエストニア、リトア

ニアについても同様の論旨を展開し

ている（筆者はエストニアの歌と踊

りの祭典、リトアニアの千年歌と踊

りの祭典も取材した）。

※全文に関心のある方は編集室へ連

絡ください。

指揮者のアイラさんがリガ市民栄誉賞第1号受賞
トロサ合唱コンクールでグランプリ獲得 リガ大聖堂少女合唱団

卒論に『ラトヴィアにおける歌・合唱』

「ガイスマ」の森川はるかさん　30000字の力作
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美しいラトビアの歌を歌い続けたい

嵯峨山まり子（指揮者）

魚住コーラス「わ

かくさ」という小さ

な合唱団の指揮をし

ております嵯峨山と

申します。

11月3日に明石市の「音楽の集い」

でKas kaite─ ja nedz vot（i）を歌いまし

た。発音は来日されたリガ大聖堂少

年合唱団の通訳の方に教えていただ

きました。これからも美しいラトビ

アの合唱曲を歌っていきたいです。

外務省を定年退職後ラトビアへ

長塚 徹（ラトビア投資開発会社）

2005年外務省を定年退職、その

後ラトビアに戻り、ラトビア投資開

発公社日本コーディネーターに就

任、今度はラトビア側から両国交流、

特に対日輸出を促進し、日本からの

投資を実現するために働いていま

す。在日ラトビア大使館商務参事官

ドミトリイス・ベロウーソフスと分

業する形です。写真は、8月に来訪

したJAL・JTBツアー公式訪問団に同

行し、大手乳製品会社リーガツ・ピ

エナ・コンビナーツ社を訪問した際

に撮りました。（前列左端が筆者）

ラトビアの美しい音に魅せられて

谷川 吉美（桜友女声合唱団責任者）

ラトビアの美

しい音の世界に

惹かれて合唱団

に参加させてい

ただきました。

練習は山脇先生の丁寧で優しいご指

導に楽しく歌えてしまいます。ラト

ビア語は堀口先生の分りやすいご指

導に口元，声に息を止めるほど夢中

で学んでいます。

音楽の中にラトビア語が自然に出

来るような気になり、合唱の練習時

間は充実しています。

団員の方々も和気あいあいで嬉し

く思います。私事では夏から仕事が

8時までになり思うように出席出来

ず困っています。

朱鷺（トキ）の美しさに感動

宮尾 益治（新潟市在住）

一昨年、新潟県佐渡島で放鳥され

た国際保護鳥の朱

鷺（トキ）のうち、

雌の4羽が海を越

えて本土に渡って

います。そのうち

1羽が昨年7月から

11月まで、私の住

んでいる新潟市西

区に棲みついていました。

日本海に近い住宅地の松林をねぐ

らにし、朝、餌を求めて10キロほ

ど離れた田圃へ出かけ、夕方5時こ

ろに戻る生活を続けていました。場

所は、我が家から車で10分。私も

カメラを携えて、何回か見に行きま

した。

夕陽を浴びて上空を飛ぶ朱鷺の下

羽は鮮やかな朱色です。その美しさ

に感動しました。こんな身近に朱鷺

が見られたことは驚きでした。

写真下は新潟市西区を飛ぶ朱鷺

時空を超えた歴史探索の旅

白石 仁章

前回の寅年の時に

は、まだ寅さん同様、

のんきな独り者でし

たが、何時の間にか

妻子持ちとなり、寅さんのようにの

んびり一人旅を楽しむ機会もなかな

かなくなった今日この頃です。しか

し、史料の山の中で生活しながらも、

時空を超えた歴史探索の旅は今年

も、そしていつまでも続けたいと思

っています。とは言え、自他共に認

める程度の方向音痴ですので、旅の

途中で道に迷ったときなどは、ご助

言の程お願い申し明けます。今年は

ラトヴィアがソ連に併合されて70

周年ということを、当時三国同盟を

結んだ日本との関係で考えていきた

いと思います。（外務省外交史料館）

娘ちひろの欧州演奏旅行

矢田 寛子（料理スタジオ主宰）

娘のちひ

ろは、昨年

ヨーロッパ

での演奏が

主体で、特

に、ブルガ

リア・ソフ

ィアのソフ

ィア国際音

楽祭40周年に招かれ、弾きました

国立ソフィア・フィルハーモニーと

のグリーグのピアノ協奏曲は印象的

でした。1楽章終了後、拍手が沸き

上がり、曲終了後も、拍手とブラボ

ーコールが長く続き、感動的でした。

「繊細で、ロマンチックで、感動的

で」と、称賛され、ソフィアは2度

目ですが、すっかりファンができま

した。最初の訪問以来、日本人とわ

かると、ちひろの話題になると伝え

聞いております。

大使館勤務から帰国しました

西山 智也

会員の皆様、この

度、協会に入会しま

した西山と申しま

す。

小生、昨年2月まで在ラトビア日

本国大使館に勤務しリガ在住をして

いました。2008年の歌の祭典では、

協会一行と共に歌の祭典の本番に同

行させて頂きましたので、御存じの

方も多く居られる事と思います。今

後とも、協会の活動にお手伝い出来

る事がありましたら、微力ながら協

力させて頂こうと思いますので、ど

うぞ宜しくお願い申し上げます。

本年が会員皆様方にとって良い年

であります様お祈り致します。（筆

者は帰国後民間会社に勤務）

同期の友情

徳田 浩（柔道新聞編集長）

古今東西、同期は

理屈では割り切れな

い強固な友情・絆で

結ばれる。特にクラ

ブ活動仲間は顕著

だ。同じ釜の飯を食べ、苦楽を共に

しながら青春を燃焼した共通の思い

出は生涯忘れられない。

我々早稲田グリー1956年卒の同

期で作曲家の鈴木淳が主催する合唱

コンクールに、同期6名がOWG6の

名称で出場したのも、同期の友情が

出発点だった。新作の女声トリオ曲

「たちどまればいいさ」を盛り上げ

るために、テレテ局、プロダクショ

ンと共催で行われたものだが、全国

から103チームが応募し、決勝大会

に23チームが進出した。3人から30

余名のチームは当然ながら若者が多

い。「全員後期高齢者チームで大会

と作品を盛り上げようではないか」

と一次の音源テストをパス。“鈴木

に恥をかかせてはなるまい”と学生

時代さながらの猛練習をした。声楽

家で指揮者の山本健二（第2回指揮

者交流でリガ大聖堂少女合唱団など

を指導）もメンバーの一員として猛

練習に加わった。

結果は審査員全員が我々を1位に

選んだ。しかし、鈴木は成績発表で

「最高点はOWG6だったが実は私の

グリークラブ時代の仲間。優勝を辞

退してもらい、特別優秀賞を差し上

げることにした」と正直に打ち明け

た。私が代表して表彰を受けたが、

壇上で鈴木とアイコンタクトで“全て

了解！”。しかし、客席にいた出場者、

関係者、聴衆から優勝チーム以上の

賞賛と祝福の拍手を受けた。

◇

ちなみに、山本健二が自らの喜寿

記念にこの程リリースした23枚目

のCD「潮騒のうた」が、西日本新

聞コラムで取り上げられたり、この

CDの数曲がHHKラジオ深夜便で放

送されるなど、注目が高まっている。

タイトルの「潮騒のうた」は、故・

森繁久弥氏の魂の叫びというべき詩

を、作曲家平野淳一が8分43秒の大

作に仕上げたもの。山本の切々たる

歌唱は実に見事で、歴史に残る日本

歌曲の誕生を感じた。他に代表的抒

情歌など15曲を収録して2100円。

是非ご一聴をお薦めしたい。銀座ヤ

マノ楽器店で販売している。

お馴染みのオルロフス・オレグス

氏の夫人愛子さんが12月25日、ク

リスマスの朝6時半に男児を出産。

約3.3㎏で母子ともとても元気です。

「クリス蓮　オルロス田中」と命名

されました。（日本読みは「オルロ

フス田中　クリス蓮」）。クリスマス

に生まれた、賢くて男らしく、ハン

サムの意味だそうです。

会 員 近 況 短 信

矢田夫妻とちひろさん

ソフィアでの演奏会

日本ラトビア音楽協会サイト　http://jlv-musica.net/latnews/index.php

クリスマスにハンサムな男児出産
大使館のオレグスさん夫妻
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Labdien！　ラトビア語

教室がスタートして早や

2年半が過ぎました。

昨年10月の授業で行な

った「ジェスチャーゲー

ム（Me─mais ovs “声な

し音なしのショー”）」で

は、「誰が」「どこで」

「何をする」が書かれた

紙をそれぞれの封筒から

引き、自分に当たった単

語（もちろん表記はラトビア語！）

をジェスチャーだけで表すゲームを

行ないました。当然「トップモデル

が」「図書館で」「ビールを飲む」の

ような何の脈絡もない文になること

もあります。同じ「飲む」でも「コ

ーヒーを飲む」か「紅茶を飲む」か

など、細かい指定があります。2チ

ームに分かれ、ジェスチャーをする

人は役者になったつもりで課題を演

じ、何を表しているのかをラトビア

語（！）で早く答えたチームにポイ

ントが入ります。興味深かったのは、

自分のジェスチャーの答えを、たと

え相手のチームに言われてしまった

としても、思わず「Ja─！（そうで

す！）」と、多くの人が、つい喜ん

でしまったことです。これは、自分

が伝えたいことを相手にわかっても

らえた素直な喜びであり、ゲームを

通してコミュニケーションの大切さ

を再確認した機会でした。

大使館のオレグスさんには、ラト

ビア人ゲストの調整などで大変お世

話になっています。また、授業後すぐ

に授業記録を作成してくれる事務局

長の植木さん、毎回欠席者に授業の

テープを送ってくださる穎原さん、

いつも授業の様子を見守ってくださ

る加藤さんにも助けられています。

そして何よりも、仕事や学業、ご

家庭の用事で多忙な中、授業に出席

し、私の出す宿題と格闘したり、個

人的にメールで質問をしたりして、

未熟な講師に熱心について来てくだ

さる受講生の皆さんあっての教室で

あることを毎回確認しています。こ

の場を借りて受講生の方に感謝させ

てください。

外語大の2008年夏期講習受講を

きっかけに教室に加わった末兼直実

さんのラトビア語学習の進歩には目

を見張るものがあり、私たちに刺激

を与えてくれました。4月からはド

イツ（マールブルグ大学、紛争予

防・平和構築課程）に1年間留学さ

れますが、その向学心を活かして充

実した留学生活を送られるよう、受

講生の皆さんとともに願っていま

す。（講師：堀口大樹）

「ラトビアへ行きたい思いが
強くなりました」。
アールバルデイス・ラビ・ラビ・田中で

す。昨晩は今年初めての教室。 正月

ボケがまだ抜けてない私には身が引

き締まる内容でございました。 ゲス

トのプレゼンも面白く、ラトビアに行

きたいという思いが強くなりました。

正月に大阪で美味いものを食し、友人

や家族に会い“長い間住んでいた故郷

はええな”いう思いでしたが、今年で

ちょうど東京に来て5年目になります

が私のような好奇心の強い人間には東

京はとても面白いです。ラトビア語と

の劇的な出会いもそうですが、なかな

か大阪にいてたら経験出来ないような

ことが多々あります。美術館や映画館、

コンサートも大阪で見れないものが多

く、珍しい国の料理、そして私の大好

きな本が神保町で安く買える等この5

年に様々な経験が出来ました。また

様々な人がいてるのも東京でござい

ます。東京（首都圏含む）にずーと住ん

でいたら、こういう環境はあたり前に

感じるかも知れませんが、東京を離れ

てみればわかりますが、こういう環境

はなかなか地方にはございません。

大使館も勿論ございません（笑）。人生

一度きりでございます。楽しくそして

有意義に日々を生きたいという思いが

東京に来てから強くなりました。決し

て大国でないラトビアの、仕事や日常

生活であまり役に立つことがない言語

を真摯に勉強されている皆様とは末

永くお付き合い頂きたいと思っており

ます。今年も楽しくラトビア語を勉強

しましょう。祝東京上陸5周年！ 大阪

人には珍しく納豆が大好きなアールバ

ルデイス・ラビ・ラビ・田中

※筆者の田中謙治さんは他の言語も

堪能でゲストに積極的に質問される

など、教室の活性化に一役買ってお

られます。（事務局　植木佐代）

昨年の1月13日に

仮称「ラトビアの歌

をうたう会」として

第1回の練習を23名

のメンバーで始めた

合唱団は、1歳の誕

生日を過ぎ、44名

のメンバーに成長し

ました。合唱団名も

光というラトビア語

「ガイスマ」と皆で

決め、山脇卓也指揮

者とラトビア語の堀口大樹先生の指

導で、楽しく月2回の練習を続けて

います。

歌った曲も増えてきましたが、い

つの日かラトビアの素敵なハーモニ

ーを響かせられたらと夢見て、2年

目の今年はぜひ発表の機会を持ちた

いとの機運が高まっています。

山脇指揮者もガイスマがラトビア

の合唱作品の素晴らしさを一人でも

多くの方に紹介、聞いていただく機

会を持つよう、ワークショップ、コ

ンサートなどを提案。行く行くは日

本とラトビアの合唱活動を通じて合

唱団の招聘、訪問などラトビアの合

唱団と交流したいなどと、更に夢は

大きく広がります。

そのために今ガイスマに必要なこ

とは、

1、ラトビア語（特に発音面で）の

習得

2、ハーモニー、発声面でのレベル

アップ

3、メンバーを増やすこと

の3点を挙げています。

メンバーは最初から加わった方の

他に、ラトビア語教室から来た方、

協会のホームページでガイスマにた

どり着いた方など、ラトビアとラト

ビアの音楽が好きな人ばかり。でも

まだまだ募集中です。合唱の好きな

方の参加をお待ちしています！！

12月28日には忘年会を渋谷のパ

ンダレストランで開催。29名が出

席し、楽しく賑やかに1年の締めく

くりをしました。1年間の練習を振

り返り皆勤賞2名（多賀清雄さん、

頴原信二郎さん）、精勤賞3名（加

藤民子さん、加藤晴生さん、三巻義

夫さん）に特製の賞状と記念品を贈

呈して表彰すると、来年は皆勤賞が

取れるよう頑張りたいとの声があち

こちで聞かれました。また、山脇さ

んが指揮する「お江戸コラリアーす」

が昨秋の全日本合唱コンクールで金

賞を受賞されたことを祝って、ガイ

スマからのお祝いと記念品を贈呈。

盛大な拍手が湧きあがりました。

最後にラトビア語の「ドレミの歌」

を歌うと、東混の佐々木さん、渡辺

さん（共にラトビア語教室のメンバ

ー）が子どもたちに指導していると

いうボディーアクションを紹介。全

員子どもに帰って大真面目に真似を

して大笑い。楽しい締めくくりとな

りました。

2年目のガイスマが素晴らしい歩

みを進めるために、皆様のお力添え

と、新しいメンバーの参加を願って

います。（幹事長：闍仲和子）

素晴らしい継続の力

桜楓合唱団第40回定期演奏会

結成45周年記念第40回桜楓合唱

団定期演奏会が11月18日、すみだ

トリフォニーホールで行われ盛会だ

った。今年は40年を振り返る「い

つも風 流れる川」（林光）、「Missa

secunda」（松下耕）、「Lieberslieder」

（ブラームス）、「唱歌の四季」（三善

晃）という多彩なプログラムを、松

下耕、藤井宏樹、浅見佳奈子の豪華

な指揮者群がそれぞれ情熱を込めて

熱演、聴衆の感動を誘った。

この合唱団を聴く度に継続のパワ

ーを痛感するが、創団以来、若々し

く歌い続ける多くのメンバーの姿は

敬服の他ない。毎年欠かさず開催し、

数々の委嘱作品を初演して日本の女

声合唱界に多大な貢献を続ける。今

回も現役と共演ステージも含めるな

ど、彼女たちの歌への思いはしっか

り後輩たちに受け継いでいる。今年

も10月30日（土）に同じ会場で開

催される。協会合唱団「ガイスマ」

の闍仲和子幹事長、「ラトビア語教

室」の植木佐代事務局長もこの合唱

団のメンバーで、協会運営にも積極

的に推進役を担っている。

Latvija
6 第17号

ラトビア語教室からの報告

2010年初練習（1月18日） この日は珍しく男声が勢揃いした

2年目を迎えた合唱団「ガイスマ」

1月20日の教室　この日はラトビアで最も著名な日本
人、黒沢歩氏がゲストで参加し全員を感動させた。2
冊の著書を持参した佐々木さんは、「昨夜は興奮して眠
れなかった」。
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